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■講座の目的  

①未知の問題場面に出会っても、解決に向けて行動できる汎用的な力（資質・能力）を子供たち

に育むため、学習指導要領に基づいた授業づくりについて実践を通して主体的に学ぶ。 

②教師同士のネットワークを構築し、講座での学びを吹田市内で広げるとともに、自校での

OJTに生かすことにより、学習指導要領に基づいた授業づくりの文化を築く。 

■講座の目標 

令和６年度スタートにあたり、吹田市１００％の教職員が学習指導要領に基づいた

授業づくりを目指す。 

「学習指導要領に基づいた授業とは・・・である」を自分の言葉で語る。 

新しい 

授業づくりの 

文化をつくる  
 令和５年１１月７日 

「能力ベイスの授業づくり実践講座」通信 

第８号 Dセット 教材研究会 

Dセット教材研究会  ９月２８日（木） ＠吹田市立教育センター 研修室 

単元名：「ひきざん」 授業者：加藤 暢人先生 （千里第三小学校） 

 

Whyなぜ学ぶのか

子供達が身につけるべき資質・能力は？

What何を学ぶのか

子供達の学習対象は？

Howどのように学
ぶのか

子供達の学習過程は？

●数量の関係に着目し、計算の仕

方を選択して計算すること 
日常の事象から数量の関係に着目し、減法の

場面を見いだし、数理的に処理すること。 

数量の関係に着目して自分でやりやすい計

算方法を選択すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業者の提案 

「能力ベイス授業づくり実践講座」では、教材研究会と授業研究会を１セットとして実施しています。今回はDセットの教材研究会を行いました。授業者の加藤先生からは正しく計

算の結果を出すコンテンツベイスの授業にとどまらず、１年生の数量の関係に着目して計算の仕方を考える力を育む授業づくりとその価値について提案していただきました。齊藤

先生からは、現行学習指導要領が目指す能力ベイスの授業に立ち返りながら、いかなる資質・能力を育てるのか、内容面と方法面での問題解決の充実させることの必要性、数学ら

しい文脈を経験させることについてご講義いただきました。この学びを基に１１月１０日（金）に授業研究会が実施されます。 

加藤 暢人先生 

（千里第三小学校） 

●数量の関係に着目して計算の仕

方を考えること 
「数量の関係に着目すると計算が楽にできる」

経験を１年生から積み重ねることで、３年生「計

算の工夫」や４年生「式と計算」で計算を工夫す

る良さを実感しやすくなるのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論点❷本時の学習計画が、子どもが数量の関係に着目する展開になっているか？ 

 

論点❶上記の主張が適切かどうか？ 

 

❶問題の場面を知る ❷自分の考えをノートに表現する ❸もう一つの考えを読解する ❹それぞれの求め方の共通点を考える 

T：チョコが１３個あります。暢人さ

んは おうちの人に７個食べていい

といわれましたが３個しか食べられ

ずに困ってしまいました。 

T：気持ちがわかるかな？ 

C：３個しか見えていないからじゃ

ないかな。 

T：じゃあ、７個は食べることはでき

ないね。 

C：１０の箱をばらせばいいよ。 

 

チョコが１３こあります。７こたべる

となんこのこりますか。 

C：残りは６こだね。 

T：みんなこうやって考えたよね。 

C：一緒だよ。 

C：私は違うところから食べたよ。 

T：違うと言っている人はどうや

って食べたのかな。 

C:先にばらから食べたんだよ。 

C:図でもかけるよ。 

T：ばらから食べた求め方をノー 

にまとめよう。 

T：計算の仕方を式で表せるか

な。 

C：式でもかけそうだよ。 

C：僕はそれとも違うよ。 

   

T：別の食べ方をしたという人はどうたべ

たのかな？ 

Ｃ： ブロックをつかえばせつめいできる

よ！ 

C：１０個のほうから食べたんじゃないか

な？ 

C：残っている数は一緒 だね。 

C：バラから食べないといけないっていつ

も言われる よ。 

T：箱から食べた人の求め方をノートにま

とめよう。 

C：これも式に表せるよ。 

T：ばらから食べた時の求め方のように計

算の仕方を式や言葉で説明できるかな。 

Ｔ：時間と道のりどちらを単位にした方がわか

りやすいと思いますか？ 

T：二つの式は同じところは一つもないよね。 

C：違うよね。 

C：答えは一緒 だよ。 

C：両方とも数をさくらんぼしている。 

C：どちらも１０をひいているよ。 

C：たしざんは１０を作ったけれど、ひき算は１０

からひくんだね。 

C：全然違う求め方かと思ったけれど似ている

ところもたくさんあるね。 

 

 齊藤先生のお話は裏面へ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２内容と方法の両面から 

問題解決を充実！！ 

今日は、内容と方法の両面から 

問題解決を充実させたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

【編集後記】 

教育 DX が進む中で、「教師の仕事とは何か」が問われている。本講座では、教科

の価値に迫るためには、教師の可視化と問いかけが必要であることを学んた。時代

が進んでも変わることのない教師の仕事に喜びと責任を感じた。その土台には、学

習指導要領に基づく教材研究が必要不可欠である。学び続けることこそ、教師の仕

事の本質であると改めて思えた講座であった。（文責：教育センター山埜） 

齊

藤

先

生

の

お

話 

算数科の目標【学習指導要領 第２章 第１節 １教科の目標】 

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）数量や図形などについて基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに，日常の事象を数理的に処理する技能を身に付けるようにする。 

（２）日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力，基礎的・基本的な数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に表したりする力を養う。 

（３）数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き，学習を振り返ってよりよく問題解決しようとする態度，算数で学んだことを生活や学習にかつようしようとする態度を養う。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●知らず知らずのうちに自分が内容ベイスで考えていたことに気づいてハッとしました。ふだんの授業づくりでも資質・能力を焦点にようにあてられるしたいと思いまし

た。（O先生） 

●授業の中で答えを出すことはできても、どうしてその答えになったのか、そのプロセスを説明・言語化したり、統合的に考察したり、価値を実感したりという時間の重要

性を改めて感じました。今回初めてこの講座に参加し、能力ベイスの授業づくりを学んだので、また学校にも伝えていきたいと思います。(K先生) 

 

受

講

者

よ

り 

 
 

1 いかなる能力を育てるか「なぜ減減法と減加法の両方ともやるのか」 
 

何の勉強をしているのか？１２―５で考えた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両方ともある束を崩す仕事をしている ＝「統合的に考察する」 
『Less is more 少なく覚えて、より豊かに学ぶ』   能力ベイスの基本 

 

学習指導要領解説、教科目標の思考、判断、表現のところに「統合的・発展的に

考察する」と書かれている。この統合的という言葉がものすごく重要。こういう能

力を育てたい。本時では、あえて ２つの違ったやり方を同時に出すこと（減減と減

加の併進）によって、統合の眼鏡を磨きたい思惑がある。 

1年生のクラスで、約束事として「引く引く法」や「引き足し法」など色んな名

称をつけるが、自分たちがやっている仕事に対して何をやっていたのか確認してあ

げること、つまり、１０の束を途中で崩した話ができるようにしていくことが大

事。 

 

 

 
 

 

 

 
 

①十進数の仕組み 

●１２は１０と２ 

● ５は ２と３ 

 

②計算の処理 

●繰り上がり。10の束を作る経験 

●繰り下がり。10の束を崩す経験 
数の合成分解

を勉強する 

 

    減減法 

１２－２＝１０ １０－３＝７ 

減加法 

１０―５＝５ ５＋２＝７ 
ど
ち
ら
に

も
共
通
す

る
こ
と 教科の価値を伝える教師の仕事❷ 対話 

対話とは、教師の問いとフォロー。教師の仕事として、子供たちに問いかける。その問いの

中身はものすごく大事。算数では、大きく 4つ。 

 

教科の価値を伝える教師の仕事❶ 可視化 

義務教育段階では、価値を見える化させることがものすごく重要。 

可視化によって、価値を実感するとか、価値の持っている方向性を捉えることができる。 

今までであれば、紙ベースだとか黒板だったものが、タブレット、電子黒板、デジタル教科

書などに変わっている。 

内容面の学習対象 

『繰り下がり』 

 

本時では、繰り下がりの手続きを 

勉強している。 手続きを学ぶとき 

に大事なプロセスが３つある。 

可視化 

内容を見えるようにする。 

低学年は、ブロックを使う。 

見せて操作できることが、 

ものすごく重要。 

操作も含めての手続きを学習 

する段階。 

言語化 

やっている仕事を、言葉で表現できるかどうか。 

1 年生の2学期段階で、そんなに文章は書けない。 

子どもが言ったことを先生が代表して黒板に示してあげればよい。 

概念化 

言語化することによって、最終的に繰り下がりの手続きが概念化される。この一連のプロセスを丁

寧にたどる必要がある。1の位同士で引けなかった場合、10の束を崩せばいいことを 1年生なり

の概念としての約束ごとにできる。「引けないから繰り下がる。」と言えるようにすることが大事。 

 

 

方法面の学習対象 『数学的活動』 

 

３数学らしく学ぶ経験と

その価値を伝える 
数学的活動の中で価値を伝えてほしい。これ

を明示的指導という。 

例えば、言語化の価値とは、 

「言語に直すことによって人は 

同じ仕事ができるようになること」 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7＋5の場合 

① ５を３と ２ 

② ７と３で１０ 

③１０と２で１２ 

④ 7＋5＝12 

 

左のようなことを丁

寧に書いてもらいた

い。日々の指導で言

語化していくことが

大事。 

 

 

 

言語化と、ブロック操作をくっつけてほしい。言語と操作を一体化することによ

って、思考しようとし始める。 

教科の価値を伝えるのが教師の仕事。教科の価値とは、先人の知恵。今回で言う

と、繰り上がり、繰り下がりっていう知恵を私たちに残してくれた。 

この知恵を教えていくためには 2つある。 

 

①「根拠」 

 

算数で 1番重要。今日で

言うと、「なんで 10の束

をくずしたの。」と聞いて

あげる。1番簡単な問い

かけは、「なぜ卵パックを

開けなきゃできなかった

の。」 
※A セット（小社）、F セット（中

社）の学びより、「なぜ」は社会で

は禁句であったが、教科によって

変わる。 

 

②「整合性」 

 

今日の授業

で言うと減

減と減加の

「2つ違う

けど、似て

いるところ

はない？」  

 

③「一般性」  

 

整合性を一

歩進めると

一般性。 

「結局 10の

束を崩せば

いいんだ

よ。」が言え

ること。 

 

④「良さ」  

 

良さとは 

「（計算処理ができる

ようになって）どんな

いいことがあるの？」

ということ。 

一般性でもあるが、

「やり方がわかったか

ら、先生、数字が増え

てってもできるよ」と

言えること。 

 

Why なぜ学ぶのか

子供達が身につけるべき資質・能力は？
What 何を学ぶのか

子供達の学習対象は？
How どのように学ぶ

のか
子供達の学習過程は？

この場合は「後ろさくらんぼ」。5がさくら

んぼになって、3と 2。 

なぜこの仕事をしたか→10を作りたかっ

たから。 

だから、実は「前さくらんぼ」で 7を5と2

に分けてもよかった。 

こういう話をしてもらいたい。 

 


